
船舶事故等調査報告書 

平成２７年１０月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１５横第５７号 

事故等種類 定置網損傷 

発生日時 平成２７年５月３日 １１時００分ごろ 

発生場所 千葉県富津市浜
はま

金谷
か な や

港南西方沖 

 金谷港第１防波堤灯台から真方位２３５°１,５４０ｍ付近 

 （概位 北緯３５°０９.３９′ 東経１３９°４８.３４′） 

事故等調査の経過 平成２７年５月７日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事

務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート Viento
ビ エ ン ト

、５トン未満（長さ８.１７ｍ） 

２３５－３３０９６神奈川、株式会社ハウスクリエイション 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型船舶操縦士 

 死傷者等 なし 

 損傷 本船 不明 

定置網 箱網のアンカーロープ１本が切断 

 事故等の経過 本船は、船長が１人で乗り組み、知人３人を乗せ、千葉県鋸南
きょなん

町の

保田漁港に向けて神奈川県横須賀市のマリーナを出発し、浜金谷港南

西方沖を航行中、平成２７年５月３日１１時００分ごろ、付近に設置

されている定置網（以下「本件定置網」という。）の箱網のアンカー

ロープに左舷側のプロペラが絡み、航行不能となった。 

船長は、１２時４０分ごろ、絡網したことを１１８番通報した。 

本件定置網を管理する漁業協同組合は、付近住民からの通報を受け

て救助艇を出し、アンカーロープを切断して本船を千葉県富津市の金

谷漁港へえい
．．

航した。 

本船は、金谷漁港において、プロペラに絡んだロープを除去した

後、出発地のマリーナに帰った。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南西、風力 ３、視程 約２０km 

海象：うねり 波向南西、波高約１ｍ 

 その他の事項  本件定置網は、網の形状に沿って海面上に黄色の浮子が多数設置さ

れていた。 

 本事故発生場所付近には、本事故当時、北方向に流れる約０.２～

０.５ノットの潮流があった。 

 本船の乗船者は、全員が救命胴衣を着用していた。 

当委員会の報告書によれば、平成２０年以降、船舶が本件定置網に

接触した事例が７件あった。 



分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

不明 

不明 

不明 

 本船は、浜金谷港南西方沖を航行中、本件定置網に進入したことか

ら、本件定置網が損傷したものと考えられるが、船長から情報が得ら

れなかったため、本件定置網に進入するに至った状況を明らかにする

ことはできなかった。 

原因  本事故は、本船が、浜金谷港南西方沖を航行中、本件定置網に進入

したことにより発生したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・定置網設置海域に接近しないよう、注意して航行すること。 

 


